
＜大切にしたキーワード＞ 

やってみたい！（心が動く） 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを中心にして、体験や学びをつなげていく          金勝小学校  中川章子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組紹介】 心と体つくりに関わる活動 

 

 

 

  

  

 

  

   

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

金勝こども園 

金勝第２保育園 

金勝小学校 

６月１０日（水） 

第１号 

（年３回発行予定） 

今年度、本校は長年掲げていた学校教育目標を一新し、「心豊かに人とつながり しなやかに未来を拓く子どもの育成」としました。本

校区の金勝こども園・金勝第 2 保育園の両園が掲げておられる保育・教育目標の「心ときめかせ しなやかに生きる 子どもの育成」へ

の接続を強く意識し、子どもたちの園でのかけがえのない体験や学びをしっかりと小学校教育につなげていくという思いを込めた目標と

しました。 

昨年度から本校区では、校区内校園長会を開催し、園の保育・教育を小学校教職員が知ること、また、小学校での子どもの学びを園

の先生方が知ってくださるには、これまで以上に、どんな手立てが必要か、その際、どういった思いや意識を大切にすればよいかを何度も

協議してきました。コロナ前とは、園も学校も教職員の年齢層や一人ひとりの体験などは大きく変化しています。まずは、基本に立ち返り、

互いの保育や教育を見たり、子どもの目線で遊びや学びを実感したりすることが大きな一歩となるという思いから、長期休暇を利用し保

育体験等を実施。こういった教職員の体験が、しっかり意味をもち、意義付けられるよう、県幼児教育アドバイザー等による研修の中で、

子どもを中心にした教職員間の意見交流の場を設定しました。今年度も校園の目標のもと、子どもを真ん中にした教職員間のやりとりを

通じて、互いの保育・教育への理解を深め、自らの実践に活かす取組を力強く進めてまいりたいと思います。 

【金勝こども園】 一本橋 

【金勝小学校】 体育科『コースをはしろう』 【金勝第２保育園】 リズム遊び 

子どもたちの園から小学校への安心な一歩を応援する、『架け橋期カリキュラム』の取組をお届けします 

白線で作られたくねくねコースや、横に倒したコーンをとび

越えるコースなど、いろいろなコースを元気いっぱいに走り抜

ける子どもたち。「楽しい」「おもしろい」から、今度は「やって

みたい！」の思いを大事にします。この後は、作られたコースだ

けでなく、グループでコースづくりをする時間をつくろうと思い

ます。小さなコーンやミニハードルを、相談しながら並べ、自分

たちが楽しめるオリジナルコースをつくります。 

金勝第２保育園では、毎朝リズム遊びに取り組み、ピアノの音に合わ

せて身近な生き物の動きを全身で表現しています。初めの頃はどうや

って体を動かすかわからず様子を見ている子もいましたが、毎日の積

み重ねから、自分で“やってみたい”と心が動くことが増え、自分で決め

て取り組んだり、体を動かしたりする楽しさや喜びを感じられるようにな

ってきました。また、最近は自分だけでなく、友達が頑張っている姿に気

付いて声をかけるようになってきています。 

園庭では、タイヤや竹などを組み合

わせて遊具をつくって遊んでいます。

一本橋を作ると、反対側から進んでき

た友達とぶつかり合い、自然とドンジ

ャンケンが始まりました。大勢で乗るこ

とで思いがけず揺れ、「キャー！」と叫

び、そこから「落ちたら最初からやで」

とルールを新たに考える姿が見られて

いました。遊びの面白さやルールを確

かめ合いながら楽しんでいます。 
裏面に 

架け橋期カリキュラム 
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